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シビックテックを通じたオープンなデジタル地図の活⽤
〜OpenStreetMapを中⼼に〜
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「参加型GIS」から「地図の⺠主化」へ
• ʻ90年代後半〜「参加型GIS」登場 (若林・⻄村, 2010)

– 都市計画分野での活⽤（専⾨家を中⼼に）や参加
型マッピングを通じたローカルな市⺠参加が普及

– オープンソースツールやデータのエコシステム
に関する実践例の増加 (Yap et al., 2022)

• ʻ00年代中盤〜「Geoweb」の台頭 (Sieber, 2008)
– 「誰でも・いつでも・どこでも 」のもと，地理空

間情報の活⽤が各分野で展開 
– 2005年Google Maps登場のインパクト
– 地図を⾃由に使える国がまだ少ないという社会的背景
– ジオ・ビジュアライゼーションの台頭

• ʻ00年代後半〜 ｢ボランティア地理情報 (VGI)｣
– Goodchild, 2007; 瀬⼾, 2010・2019
– オープンデータとシビックテックの世界的な台頭
– OpenStreetMapなどグローバルな地図データ共有化

「まちづくり」＝多様な主体が担う時代
→市⺠主権で合意形成を⾏う上でオープンな「地図」が必要
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「シビックテック (Civic Tech)」
ITに関する技術や知識を有した市⺠が⾃発
的に集まり、地域・社会課題の解決に対応
する活動や技術を指す。

（東,2021;稲継,2018;瀬⼾,2024）

Knight Foundation (2013): The Emergence of Civic Tech: Investments in a Growing Field
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https://www.mycityreport.jp/

サポーター活動機能︓投稿された地域課題の中から、市
⺠が⾃ら⼒を発揮して解決できる課題や市⺠⾃⾝が対応
可能な課題を受け取った⾃治体側で選び、対応可能なサ
ポーターを募り、ともに解決を⽬指すもの

市⺠参加＆協働のソリューション︓My City Report（cf．NYC-Open311）
東京都・千葉市を始め28⾃治体（2023年12⽉時点）でコンソシアム化

Seto, T. & Sekimoto, Y. (2019). Trends in Citizen-Generated 
and Collaborative Urban Infrastructure Feedback Data: Towards 
Citizen-Oriented Infrastructure Management in Japan. ISPRS 
International Journal of Geo-Information, 8(3):115. 
https://doi.org/10.3390/ijgi8030115

https://www.mycityreport.jp/
https://doi.org/10.3390/ijgi8030115
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地理空間情報ｘオープンソースｘシビックテックの展開

災害時情報共有プラットフォーム
sinsai.info

印刷できる災害情報サービス
紙マップ

COVID-19禍の取り組み
テイクアウトマップ

さっぽろ保育園マップ
Code for Sapporo
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OpenStreetMap (OSM)（2004〜）
• Wiki的⼿法による⾃由な地図データ作成 ＝ 地図のデータコモンズ

– 運営は基本的にボランティアで⾏われ、OSM財団はサーバー管理やコミュニティ⽀援、外
部機関との連携・調停・法務対応など窓⼝として機能

– ⼆次利⽤可能（OdbL）なライセンスの地理データベース（≠ 背景地図）
• 2004年にイギリスで開始。世界で1000万編集者超（Mapper）が登録

– 全世界を⼀つのXMLデータ(約800GB)で整備し、毎⽇〜毎週単位でアーカイブ配布
– ⽇本から累計約45,000編集者以上 (瀬⼾, 2024; Seto, 2024)

• OSMデータを操作・検証するツールの多くはオープンソースで開発
– 地図エディタもオープンソース（GISソフトウェアに内包されている場合も）
– Facebookなどのグローバル企業や国際連合での採⽤・ツール開発等の⽀援

• OSMを使った／対象とした論⽂も主要学術誌で約1,800本（論⽂投稿中）
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③

予め許可された衛星画像等

インターネット上で情報を更新

① まち歩きによる情報収集 ② 転載許可された地図の収集

④ 最短 数分※ 程度でOSM地図が更新︕
OSMを⽤いた地図サービスにも反映※

※サービスや利⽤環境によって
更新頻度は異なります。

https://www.openstreetmap.org/

◀紙地図で更新
iD JOSM Potlatch

PCで更新▶

◀スマホで更新
OSMTracker OSMAnd StreetComplete

「マッピングパーティ」の開催等

© mapconcierge (CC BY-SA 4.0) 
を基に作成

オープンストリートマップ（OSM）の主な作り⽅
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20082022までの⽇本のOSM地図作成の過程

© OpenStreetMap Contributors https://2022.osmz.ru/（すでにサイトは閉鎖）

https://2022.osmz.ru/
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https://osmstats.neis-one.org/ 

いつでも︓地図がデジタルで「リアルタイム」に更新

⽇本の編集数は
13〜15番⽬前後

https://osmstats.neis-one.org/
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地図も「リアルタイム」に更新される時代

https://osmstats.neis-one.org/ 

ドイツと⽐して
⼤体1/10の活動規模
(100-150Mapper)

https://osmstats.neis-one.org/
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誰でも︓新しいマッパーの登録と活動状況
（全世界の過去1ヶ⽉間）

https://osmstats.neis-one.org/ 

https://osmstats.neis-one.org/
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どこでも︓世界各地で開催される「マッピングパーティ」

Source: http://wiki.openstreetmap.org/wiki/Current_events 

http://wiki.openstreetmap.org/wiki/Current_events
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どこでも︓世界各地で開催される「マッピングパーティ」

https://medium.com/@K_Sakanoshita/ https://openstreetmap-kyoto.connpass.com/ 

https://medium.com/@K_Sakanoshita/%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%94%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%92%E9%96%8B%E3%81%93%E3%81%86-7efb69c2073c
https://openstreetmap-kyoto.connpass.com/
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OSMに関わる団体や地図サービスの⼀例

© mapconcierge 2022 (CC BY-SA 4.0) および OSM Wiki等を基に作成

位置情報ゲームスポーツ・アウトドア

メディア・報道

ツーリズム

地図プラットフォーム SNSナビゲーション 

国際機関・NGO
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Seto, T.: Development Process of OpenStreetMap Data in Japan in Wakabayashi, Y. 
and Morita, T. eds.: Ubiquitous Mapping, Advances in Geographical and Environmental 
Sciences, Springer, pp.113-126, 153p, 2022.

• OSMの全アーカイブデータから⽇本国内の編集者数や地物データ整備状況を集計
するツールをohsome APIを元に開発し、2008年〜2020年までの⻑期的把握
•⽇本国内では2011年の東⽇本⼤震災を契機として災害時に参加が多くなる現象が
何回か⾒られ、その後ワークショップや報道等での活動認知に伴い定着し増加
•道路や建物データの整備状況を都道県ごとに公式的なデータと⽐較し，地域的な
遍在性の有無を確認。道路データについてはカバー範囲の割合は⽐較的⾼い結果

▲2008年から⽉次別OSMの編集者数 ▲国内主要道路（DRM)に対するOSM道路延⻑データのカバー割合
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⽇本における活動推移と継続性

https://piebro.github.io/openstreetmap-statistics

・参加者（マッパー）の累積数（45,526⼈ /2008-2024年6⽉）
・棒グラフ︓各年次における編集回数（MAX:10,993,161回 /2011年）

https://piebro.github.io/openstreetmap-statistics
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OSMCha: データ編集の⼀貫性確認ツール

https://osmcha.org/ 

• Mapbox社が開発しオープンソース化（ISCライセンス）
• https://github.com/mapbox/osmcha-frontend/ 

• 主にはデータの不完全性や破壊⾏為がないかを確認するもの→精度向上を⽬指す
• ⽇本ではNewMapperの関与も編集数的には多い傾向（Seto & Nishimura, 2024）

Seto, T., Nishimura, Y. (2024年8⽉): Spatio-temporal Editing Trends Validation of 
Volunteer Geographic Information with Manual and AI-assisted Mapping, 35th 
International Geographical Congress, Dublin, Ireland, August 28th, 2024.

https://osmcha.org/
https://github.com/mapbox/osmcha-frontend/
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⽇本における災害時のOSM活動

Seto, T. and Nishimura, Y.(2016): Crisis Mapping Project and Counter-Mapping by Neo-
Geographers, in Karan, P. and Suganuma, U. eds.: Japan after 3/11: Global Perspectives on the 
Earthquake, Tsunami, and Fukushima Meltdown, University Press of Kentucky, pp.288-304, 496p.
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令和6年1⽉能登半島地震のクライシスマッピング活動

絵画修復⼠ら「被災前の地図」を後世に ボランティア2千⼈がかりで(朝⽇新聞デジタル2024年5⽉21⽇)
https://www.asahi.com/articles/ASS5N4R83S5NPJLB004M.html 

*:12⾃治体・貢献者数(延べ) 2,111⼈・⼊
⼒建物数199,892棟・道路距離1,922km

*⻘⼭学院⼤学・古橋⼤地教授による集計: https://www.facebook.com/share/p/FUBxYBpL6DenpRZ8/ 

https://www.asahi.com/articles/ASS5N4R83S5NPJLB004M.html
https://www.facebook.com/share/p/FUBxYBpL6DenpRZ8/
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Herfort, B., Lautenbach, S., Porto de Albuquerque, J. et al. The evolution of humanitarian mapping within the 
OpenStreetMap community. Nature Sci Rep 11, 3037 (2021).

（世界的な）⼈道⽀援マッピング活動のトレンド分析
• 2014年以降、災害時以外の時期でも建物・道路マッピングの活性化
• 他⽅で2017〜2019年に参加者の減少（コミュニティとしての成熟や緊急

性や危機感の減退︖）
• 通常の活動に⽐べて、世代・ジェンダーのギャップは多少緩和︖
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RapiD Editor: Metaが開発したAI-assistedなOSMエディタ
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Overture Maps Foundationの設⽴(2023〜）
• The Linux Foundationが設⽴を発表し、Amazon・Meta・Microsoftなど

を中⼼にIT企業がオープンデータであるOSMなどを基にした地図ビジネス
の協同的な基盤を作るもの
• 品質や⼀貫性等がチェックされたOSM（⼀部のデータ）に加えて参加企業の⼀

定品質の商⽤データを統合することで「ハイブリッド」な地図データ提供
– Metaなど先⾏して関わってきた「Daylight map distribution」も統合されることに

• OSMとの関係性は︖データの更新頻度は︖

https://overturemaps.org/
https://note.com/moritoru/n/n10c7aac492b2

https://overturemaps.org/
https://note.com/moritoru/n/n10c7aac492b2
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まとめにかえて
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参加型GISにおける参加モデル

組織と活⽤のモデル化（Harris et al., 2002）

無関⼼層
（no use at all)

関⼼層
（passive use)

活動層
（active use）

コア層
（proactive use) • GISや地理空間情報

（データ）へのアクセス
可能性

• ⽰された情報の信頼性
• 広く使える地図データと

ツール
• 専⾨家の関与と「関⼼」

のボトムアップ
• 仕組みの持続性・継続性
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OSMをめぐる地理空間シチズンシップのエコシステム
＝誰でも・いつでも・どこでも・どのような⼿段でも

データを
オープンに整備する

OSMの技術・ツール
をオープンに開発する

OSMに関わる⼈々を
オープンに育てる

・OSMデータ︓OdbLライセンス
・標準地図タイル︓CC-BY 4.0
・ダンプデータ︓PlanetOSM
・地物情報の統計化︓taginfo

・エディタの開発（例︓iD)
・各種API（例︓ohsome）
・プロジェクト管理ツール
・Data Validationツール など

・マッピングパーティ開催
・OSM Wiki（各種ドキュメント）
・weeklyOSM（週刊ニュース）
・LearnOSM（教材サイト）
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東京⼤学「シビックテック・デザイン学創成
寄付研究部⾨」(2024.7-2029.3)の開設

⾼度情報化社会における「参加」を徹底的に問い直し、デジタル技術の実
践の積み重ねによって地域社会のレジリエンスを⽀える新たな⺠主主義を
創出・展開すること

1組織1個人では得られない
多様性の豊かな対話と共創や多様な経験の機会を提供し
地域のデジタル力をボトムアップ的に底上げする

大学 行政

企業

市民

リスキリング教育 公平性・包摂性の担保

地域の力×デジタルの力

共同学習と共創的課題
解決

先端技術開発 民主的な参加
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Thank you!

tosseto@komazawa-u.ac.jp
https://tossetolab.github.io/

https://speakerdeck.com/tosseto

https://tossetolab.github.io/
https://speakerdeck.com/tosseto

